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◆ 研究概要 
厚生労働科学研究費として，1）高悪性度骨軟部腫瘍に対するカフェイン併用化学療法の臨床試験（土屋班），2）LOH

症候群に対する ART の臨床試験（並木班），3）小児反復性中耳炎に対する十全大補湯の臨床試験（吉崎班），4）正常圧

水頭症に関する全国的コホート研究（新井班）に関与した．また，医薬品医療機器総合機構の専門委員，日本統計学会の

統計教育委員会委員，日本医師会・治験促進センター・臨床試験のための e-training center 企画委員会委員を引き続き務

めた．新たに設立された臨床研究適正評価教育機構（J-CLEAR）の評議員に就任した．  
今年から，早期糖尿病に対する臨床試験（JEDIS-2），水頭症に対するシャント術の臨床試験（SINPHONI-2），関節リウ

マチに対する抗 TNF-αの臨床試験，拡張型心筋症に対する免疫吸着療法の臨床試験などで，統計専門家あるいはデータ

モニタリング委員を新たに開始した．また，引き続いて脳梗塞臨床試験（EAST スタディ）のサブ解析を進めた。 
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